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中学校教員の双方において，許容範囲内の間接効果が認められ（それぞれZ = 3.48, 95% IC [0.07, 0.21]; Z = 1.39, 
95% IC [0.00, 0.06]），本研究の想定した媒介モデルの妥当性が示された。 
 
Abstract 
The aim of this study was to show that making an assumption of a mediator variable, an orientation for the 
homogenized moral education, would explain better to relationship between attitude toward moral education 
upgraded to an official school subject and authoritative-conservation. We conducted a questionnaire survey 
and obtained valid responses from 152 undergraduates (72 males and 80 females) whose major were school 
education and 157 teachers (69 males, 84 females, and 4 unknown) working in elementary or junior high 
school. Mediation analysis using HAD (16.050ver.) yielded enough indirect effects (Z = 3.48, 95%IC [0.07, 
0.21] among teachers and Z = 1.39, 95%IC [0.00 0.06] among students) and revealed validity of the 
mediational model as we expected. 
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 このような道徳の教科化に対する賛否を分ける要因は何だろうか。越中（2012a，2012b）はGraham, Haidt, 
& Rimm-Kaufman（2008）が提唱した道徳教育の二分法論を引き合いに出し，発達的アプローチ（e.g., Moral 


















は，先行研究おいて道徳教育均質化志向が権威主義的伝統主義（r = .44; 95% IC = .30-.55），道徳の教科化に対






















 調査用紙は以下に示す1) から3) の質問内容から構成された。 












 3) 道徳の教科化への態度  道徳の教科化に対する態度を測定するために，「道徳を教科化すること」「道徳に
検定教科書を導入すること」そして「道徳で評価を行うこと」の3項目を呈示して各々に対する参加者自身の態
度を尋ねた。各項目について好ましいと思う程度を「5 非常に好ましい」「4好ましい」「3 どちらともいえない」











が有意だった（順にF (1, 301) = 43.67, p < .01, pη2 = .12; F (1, 301) = 13.78, p < .01, pη2 = .04; F (1, 301) = 13.86, p 







14.75 14.30 12.50 13.56 13.78 ** 0.57 3.56 †
(3.39) (3.48) (3.85) (3.19)  　教員 ＞ 学生
15.99 15.79 12.82 13.93 43.67 ** 1.42 2.95 †
(3.80) (2.75) (3.44) (3.20) 　 教員 ＞ 学生
2.73 2.74 2.83 2.89 1.70 0.12 0.04
(0.95) (0.76) (0.93) (0.81)
2.99 2.94 2.90 2.80 1.29 0.56 0.09
(1.11) (0.71) (0.87) (0.70)
2.41 2.14 1.90 1.98 13.86 ** 1.12 3.46 †
(0.98) (0.74) (0.69) (0.69) 　 教員 ＞ 学生
（注）†p < .10，**p < .01。
教員
男性 女性
(n  = 69) (n  = 84)
学生











(df  = 1, 301)
男性






 権威主義的伝統主義 ― 道徳教育均質化志向 .38 ** .40 ** .26 **
権威主義的伝統主義 ― 道徳の教科化に対する態度 .19 ** .18 * .17 *
道徳教育均質化志向 ― 道徳の教科化に対する態度 .37 ** .50 ** .23 **
（注）**p  < .01，*p  < .05。
全体 教員 学生
Table 2　権威主義的伝統主義，道徳教育均質化志向，道徳の教科化に対する態度の相関係数








清水によって開発されたHAD16.050 を用いてBootstrap 法（標本の復元抽出を 2000 回に設定）による間接効
果の検定を行った（Table 3）。その結果，参加者全体，教員，そして学生の各々において，権威主義的伝統主義
を説明変数，道徳の教科化に対する態度を基準変数とする単回帰分析における有意性は消滅し，権威主義的伝統
主義から道徳教育均質化志向へ有意な標準偏回帰係数（順に，β = .38，β = .40，β = .26），そして道徳教育
均質化志向から道徳の教科化に対する態度へ有意かつ中程度の標準偏回帰係数（順に，β = .35，β = .50，β 
= .20）が認められた（Acock, 2014）。 
 参加者全体および教員のみにおける媒介分析では，それぞれ順にZ = 3.74（95%CI [0.04, 0.12]），Z = 3.48
（95%CI [0.04, 0.21]）といった有意な間接効果が算出されたが，学生のみの分析においては有意な間接効果は認
められなかった。しかしながら，学生のみの分析においても，Z = 1.39（95%CI [0.00, 0.06 ]）という値が得られ，
信頼性区間において±を跨いだ値が含まれなかったことから，一定の間接効果が認められたと判断した。 
 
全体 (n  = 309) .38 ** .05 .38 ** .35 ** 3.74 ** 95%CI [0.04, 0.12]
教員 (n  = 157) .37 ** -.02 .40 ** .50 ** 3.48 ** 95%CI [0.07, 0.21]
学生 (n  = 152) .19 ** .12 .26 ** .20 * 1.39 95%CI [0.00, 0.06]
（注）**p  < .01，*p  < .05。表中のAは権威主義的伝統主義，Bは道徳の教科化に対する態度，Cは道徳教育
均質化志向を指し示す。表中の数値は，特に断りの無い場合には，標準偏回帰係数を示している。
媒介分析

































































Graham, J., Haidt, J., & Rimm-Kaufman, S. E.（2008）．Ideology and intuition in moral education. European 





林 泰成（2015）．道徳の教科化とその教育学的背景 学校教育研究，30，pp. 38-49． 
Katz, D.（1960）．The functional approach to the study of attitudes. Public Opinion Quarterly, 24, 163-204. 
吉川 徹（1998）．階層・教育と社会意識の形成―社会意識論の磁界― ミネルヴァ書房 
栗原 孝（1989）．現代日本の若者のナルシズムにおける権威主義 経済学紀要（亜細亜大学），14，pp. 65-84． 
文部科学省（2015）．学校教育法施行規則の一部を改正する省令案等に関するパブリックコメントの結果 （概要）
（2018年11月）Retrieved from http://www.mext.go.jp/component/a_menu/education/micro_detail/__ics 
Files/afieldfile/2015/03/27/1356313_8.pdf 
文部科学省（2016）．道徳教育について―考える道徳への転換に向けたワーキンググループ資料 4―（2018






Pantić, N., & Wubbels, T.（2012）．Teachers’ moral values and their interpersonal relationships with students 
and cultural competence. Teaching and Teacher Education, 28, 451-460. 
敷島千鶴・安藤寿康・山形伸二・尾崎幸謙・高橋雄介・野中浩一（2008）．権威主義的伝統主義の家族内伝達
―遺伝か文化伝達か― 理論と方法，23，105-126． 





付   記 
 
 本研究はJSPS科学研究費補助15K17263の助成を受けて実施された。また，本研究は日本パーソナリティ心
理学会第 27 回大会（於 茨木市）において発表した一連の内容に加筆修正を施したものである（発表題目 1：道
徳教育均質化志向と権威主義及び道徳の教科化への態度との関連（1）―小・中学校教員と教育学部生を対象
とした比較検討―，発表題目 2：道徳教育均質化志向と権威主義及び道徳の教科化への態度との関連（2）
―権威主義と道徳の教科化への態度の関係性に及ぼす均質化志向の媒介効果―）。 
 
道徳の教科化に賛成する学校教員は権威主義的伝統主義者か？
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